
日本エンドオブライフケア学会では、看取った方の経験から、
多くのことを学びたいと考えています

看取った方の心に残る思い出を、教えていただけませんか？

一般社団法人 日本エンドオブライフケア学会事務局 〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5アカデミーセンター
e-mail：jseolc-post@bunken.co.jp 電話：03-6824-9369 FAX：03-5227-8631
平日 9:00-12：00 13：00-17:00 (土日・祝日を除く) 学会ホームページURL: http://endoflifecare.jp/

応募様式

文字数2000字以内でWebからご応募ください。

※事前にワープロソフトなどで文章を作成してから、応募フォームに入力いただくとスムーズです。

個人が特定される情報はお控えください。

フィクションと分かるもの、誹謗中傷は掲載できません。

応募は本名ですが、ニックネームでの公開も可能です。

将来的には、会員限定の「web体験集」としてまとめる予定です。

応募くださった作文は、毎年開催される「日本エンドオブライフケア学会・学術集会」にて掲
示いたします。学術集会には医師、看護師、介護職などケアに関わる専門職と、エンドオブラ
イフケアに関心のある市民の方が参加します。参加者の方から、ポストイットで感想などコメ

ントをいただきます。募集は随時行っておりますが、2019年7月末日までに応募してくだ

さった方は、9月14~15日に名古屋で開催される「第3回エンドオブライフケア学会・学術
集会（URL:http://plaza.umin.ac.jp/eolcconf2019/）」で掲示させていただきます。
掲示スペースの関係上、全てを掲載できない可能性があります。どうぞご了承ください。

作文の題材

看取りを通しての思い出や、心に残っていること、気づいたことや学んだこと。

どのような気持ちで最期を看取ったか、みなさまの「ストーリー（物語）」を教えてださい。

最期に近づく過程で話し合ったことなど、準備したこともあれば含めて教えてください。

書き方

手紙風：「〇〇さんへ、あなたの最期まで生き抜く姿をみて・・・」

小論文風：「国民の6割が終の棲家を自宅で希望しているが・・・」

ルポタージュ風：「エンゼルケアの大切さを教えてくれたのは〇〇さんとの出会いでした」

どのような形式でも構いません。書きやすい文体でお書きください。

作文の題材

書き方

応募方法

応募作文の公開

お問い合わせ先

応募フォームURL https://forms.gle/VEqyEXyWcQkP15Hf6

パソコン・スマートフォンからでもご応募可能です


